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１．はじめに 

義肢装具士は、医師の指示の下、患者様の

身体の採寸・採型を行い、それを元にモデル

修正、義肢装具の製作、患者様の身体に適合

し、調整を行う職業である。 

２．背景 

義肢装具の採型では主に石膏が包帯に付

着しているギプス包帯を使用している。ギ

プス包帯には伸縮しない包帯(非弾性包帯)

と伸縮する包帯(弾性包帯)があり、装具の

採型では通常、非弾性包帯が使用され、義肢

の採型では弾性包帯が使用している。 

弾性包帯の伸縮性と身体になじむ特徴を

活かして装具の採型を行うと、適合にどの

ような影響があるのか疑問に思った。 

３．目的と仮説 

2 種類の包帯で採型した装具適合性の違

いを検証する。また弾性包帯では前述の特

徴のため適合が良くなるのではないかと考

える。 

４．研究方法 

研究においては 2 種類の予備実験ととも

に本実験として１つの実験を行った。 

予備実験①としてシリコンボトルなどに

対し、巻く力による変化を計測し、次に予備

実験②として被検者２名(A,B)に対し、巻く

力による下腿への影響を計測した。実験で

は非弾性包帯を使用し力をかけて巻く場合

とかけない場合の２種類、弾性包帯でも同

様に計４パターンの採型方法を行った。 

 本実験では、非弾性包帯、弾性包帯で製作

した装具のどちらの適合性が良いのか評価

をする。被検者 2 名(C,D)に対し、非弾性包

帯、弾性包帯を使用し採型を行う。適合評価

では装着部位や骨突起部への圧迫を見る評

価を行うとともに、被験者自身に圧迫や痛

みがあるか(主観的評価)を 5 段階で評価し

てもらった。 

５．研究結果 

本実験で製作した装具を被験者に装着し、

適合評価を行う。 

被験者自身の評価では大きな違いがない

が、非弾性包帯の装具では骨突起部への圧

迫が見られた(表１)。 

表１【適合評価結果】 

 

６．考察 

全体の評価結果は４点以上が多く、非弾

性包帯と弾性包帯では大きな違いは見られ

なかった。その原因として弾性包帯の伸縮

性により、包帯自体の層が薄くなったため

石膏を流した際に重さや硬化時の膨張で広

がり、変形したと考えた。 

７．まとめ 

評価から大きな差は見られなかったが、

非弾性包帯の装具は巻きムラによる凹凸が

あり、見た目に差が出た。実験では修正によ

る周径の変化を出さないためにモデル修正

を行わなかったが、ギプス包帯を巻いた際

の巻きムラの修正を行った場合、周径や形

状の変化が起こり、より良い適合が得られ

ると考えられる。 
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 被験者 C 被験者Ⅾ 

 非 弾 非 弾 

主観的評価 ５ ５ ４ ５ 

軟部組織の圧迫 ４ ５ ４ ４ 

骨突起部への圧迫 ４ ４ ３ ４ 


